
不戦ネット 11.28オンライン学習会 

殺傷武器の輸出解禁 
に反対しよう！ 

「死の商人国家」にならないために！ 

プロフィール 
武器取引反対ネットワーク
（Network Against Japan 
Arms Trade【 NAJAT 】）代表。 
精力的に武器取引反対の運動を
取り組む。共著に「武器輸出大国
ニッポンでいいのか」（望月衣塑
子、池内了、古賀茂明、杉原浩司
／あけび書房、2016年9月）、
「亡国の武器輸出～ 防衛装備移
転三原則は何をもたらすか」（池
内了、青井未帆、杉原浩司編／合
同出版、2017年9月）。『宇宙開
発戦争』（作品社）に「日本語版
解説」を執筆など。 

★★オンラインの申し込み★★ 
オンラインをご希望の方は、お名前、メールアドレスを
明記の上、11月26日までに下記のアドレスにお申し
込みください。 
お申し込み頂いたメールアドレスに参加ＵＲＬ等を送
ります。 
Ｅmail：husen@jca.apc.org 
 ※参加費は以下の口座にお振込みください。 
   口座番号 00880-6-30282 
   加入者名 不戦へのネットワーク 

イーブルなごや 生活科学室 

18:30～20:30 

2023年 11月28日 （火） 

主催： 不戦へのネットワーク 

杉原浩司さん（武器取引反対ネットワーク代表）      
※講師はオンラインでの講演です。 

連絡先：名古屋市中村区那古野１の44の17  
嶋田ビル２Ｆ   電話：050-3593-5130   
Eメール：husen@jca.apc.org   
http://www.jca.apc.org/~husen/     
www.facebook.com/antiwarnetwork 

800円 

日 程 

時 間 

会 場 

講 師 

 8月23日、殺傷武器の輸出解禁に向けた自民・公明の実務者協議が、岸田
首相による突然の「指示」を受けて始まりました。この中で、現行の防衛装備
品の輸出などのルールを決めた「防衛装備移転三原則」の運用指針の見直
しを巡り、①国際共同開発をする装備品を直接第三国へ輸出できることが望
ましい②現在の指針で容認されている「救難、輸送、警戒、監視、掃海」の5類
型に該当すれば殺傷能力のある武器を搭載していても輸出は可能③「自衛
隊法上の武器」に部品は該当しないものとするなどの見解が示されました。
殺傷武器輸出の解禁は、日本製の武器で他国の人々を殺すことになり、戦争
や紛争への加担です。憲法の平和主義に反する武器輸出を、一部与党の政
治家だけで決定づけることなど許されません。殺傷武器の輸出解禁を撤回を
させるための声をあげましょう。 

参加費 

mailto:husen@jca.apc.org

